
正確な位置情報

実証事例ー１ 設備台帳整備の省力化（現地作業の廃止）

設備の台帳を整備するのに・・・

今までは

既存の台帳 現地踏査

位置確認(測量）

状況確認（写真）

台帳整備

既存の台帳を現状に合わせた最新のものにするため、現地踏査を行い、現物の状況確認、
写真撮影、位置確認（測量や、基準点からの簡易的な計測）をする必要がある。

現地踏査を無くしたい

モデルケース

鉄道

撮影車両

GNSS-BeatBox

4Kカメラ

座標付き画像

①巡回、点検、保守用車両に、市販
の4KカメラとGNSS-BeatBoxを繋
ぎ撮影して頂く。

設備のAI物体認識
モデル作成

撮影映像（運用）

撮影映像（検証）

②動画から位置情報付きの静止画に
切り出し、GIS（4D-db）に展開。

4D-db

③設備台帳と付け合わせしながら
（この時に位置精度も検証）設備の
AI認識用教師データを作成。

④巡回車両からの撮影映像（＋GNSS-
BeatBox）から設備をAI検出しGIS
（4D-db）に展開。

4D-db

台帳整備

⑤GISとビューワで
現地状況と位置確
認が可能

※場合によって長尺画像
を生成し、画像上で設備
位置を計測

現地踏査

×

AI検出モデル

長尺画像

状況確認

位置確認

設備を検出した
座標付き画像

既存の設備台帳


